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1．昌的

　自勤車絆ガス中に は大気涛染 の厘函となる 醐 駈 SO叉 など燃銘陪嬲 出され る萄質の他、未燃磯分として排孅され

る ア ル カ ン類、及びア ル ケ ン 類炭化ぷ蠢粒子、すす粒予の裘颪上に存在す る多藻芳嚼族炭化承棄類など様 々 な有機成

勢が曾蜜れ て い る。

櫨励は太気汚染物質を気孔か ら畷暇する 汎 こ の と Pt・s 水 に よ く溶臥 櫨物体内で鰭 盛れやす い 勅賃｛C◇期

等）は吸齪されやすく．穰物に与 える影響も大き い G ｝。これ まで，SObN儀 や 偶 な どの単独 灘ス、あ る いは 複合

ガス に つ い て の暴露欝驗が行 わ れてきた。 しか しながら 、 自動磁辨距ス 中の その態の 賎分が櫨鴨与える鱒 につ 恥 て

は ま だ十 分 な研究が 行わ れ て b な恥 。

　
一
方、櫨輸1ま大気鰯 趣ガス によリス トレス を受ける と まず槊に 障害が現れ、枯死 へ と至 る 爆舎もある。そ の 原図の

一
つ として有毒な活性酸講の 体内での 増加が挙げられ るが ．纏物 に據それらを漕去するための 代謝経騰が存在する。

その 代表が溏性酸楽消去系酵棗で 大気汚染ガス も含め 、環境 ス トレス に 戴する 檀鞠生理感答に 颶す る欝究 に おぴ て、

攫物に ス トレス を与 えた総果、こ れ ら の活孅が 馳 し たとい う多数 の 報壱があ塩、話性酸棄濃叢叢瀞素 は ス トレス に

対す る槙鞠生理応答の 捲繧の 1 つ とさ れて ぴ る。

　本研寵で は 、 比較皰大気溺 締 壁性が商い とされて い る トウカエ デと軅 が鶴い とされ て い る ケヤキに NPtsseR を除

ました廚動車俳ガス を暴露し、葉の 漬性酸蠢漕去系酵轟の 溏性変鑑、気孔薩農 、 光合成の 変妣を観察した 。 こ銃らは

どちらも衡路樹 に よ く用 い られる｛2｝。これ によ り．農動車撫ガス 申の 照Klx
，
SQx の 有無力蠣 鞠の 生理応答1こ与える影響、

ま た、棋盤によ る生 瑾応香の 逐い を 明 らか にす る こと を 自的 と した 。

2．材料と方法

ポ州 こ孅 した鰍 駄 の トウカ覇 勲 蜘 齢 駲 蜘 猫 、ケ ヤ鞭   囎 鰰 湯撚 、て 帥

車鉾ガス暴露案験を行 っ た。暴耀はガソ リン寧 （24eOec》の 欝気口 とホ
ー

ス で つ な い だオー プン トヅ プチ ャ ンパーを

用 いて ！5分賜行っ た。 腿 区 と して、欝ガス を直接暴膿した欝ガス 直接暴藤区と駅鵬 櫨蠡用 フ ィルター （25％

衡 酸 ナ ト リウム ＋2％ グ リセ リ ン溶液 を ク U マ トグ ラ フ ィ
ー用驚糠滋紙 （AdVantCgSM 》 に浸した後瀚繰〉を介し、罅ガ

ス か ら ｝  tsSCN　vepm去 した区を設けた。暴鬱敵 、 暴露後 O，薹O無 織 60鱒 分に葉を撰取し、譜性酸纂消

去系醇素 ：ス ーパー
オキ シ ドジス ム ターゼ（SOD ｝、ア ス コ ル ビン酸 ペ ル オ キシ タ

ーゼ（AP駄 カタラ
ー

ゼ｛脚 ）の 落性

の経時醜変紀を観察した。また、暴露爺と纂露篏の気孔拡鰍 鏃 、燕倣遡度 ， 光合成量を観療した。

3．結果 と考察

　Nq
罵βQ翼

の脊無 に より、 各活儀酸素消表系酵素活性 に違 い がみられた e

　SOD と APX ，　S◎D と CAT は 岡
一・

代謝経路上 に春在す るが 、　A唖 X と C離 の活性変化の 閣 に鯛灘な関係はみられず、

馬妬 の 無毒化に は複雑なメ カニ ズムが颶わ っ て bxる と思われ る。

　今圄 の結果か ら、自動車排ガス を薩戀暴露す る場台 と、）as）e．SQx を 除 い た鴇合で は醇襄溏性変億 に違 い がみ られ、

有機成 分 と NQ
，eLSOx で は、植鞠 に それ ぞれ 異 な っ た影騨を

・
与えるこ とが示唆 された。
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